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桜の木が淡い桃色に染ま った 4月19日から21日にかけて、 生島足島神社の御柱大祭が感大に繰リ広

げられました。20日の本大祭には、総勢1，100名の皆さんによる神事行列が行われ、豪快な里曳きなど

を見ょうと沿道は大勢の人でにぎわいました。
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市民の動き

( 4月l日現在)

総人口 116，451人 (-398) 

男 56，799人(-230) 

女 59，652人 (ー168)

世帯数 36，279世帯 (-316) 

( )内は前月比です。

主 な 内 容

市議会臨時会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2ペ ージ

緑が丘児童館が開館..............................3ペ ージ

婦人問題意識調査の結果から............4 ~ 6ペ ージ

第 7回 むだをなくす生 活展・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7ペ ー ジ

人権擁護委員 に御相談 を・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8ペ ージ

お知 らせ・ ・・・・・・ ・ ・・ ・・・・ ・ ・・・ ・ ・・ ・ ・・・・ ・ ・ ・・・ ・・・・・ ・ ・ ・ 9~11 ページ
お くやみ・・一.........................................12ペ ー ジ

国民健康保険特集・ ・・・・・ ・・ ・・・ ・ ・ ・・ ・ ・・ ・・ ・特集 1~4 ページ
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四
月
二
十
四
日
、
四
月
市
議
会
臨
時
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
今
回
の
市

髄
会
で
は
、
「
助
役
の
選
任
に
つ
い
て
」
と
「
収
入
役
の
選
任
に
つ
い
て
」
審

輔
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
助
役
に
は
佐
藤
次
雄
さ
ん
、
収
入
役
に
は

堤
強
さ
ん
が
、
市
議
会
の
同
意
を
得
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

四
月
市
議
会
臨
時
会
で
、
助
役
に

佐
藤
次
雄
さ
ん
が
、
市
議
会
の
同
意

を
得
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
前
任
の

斉
藤
満
隆
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
七
年

五
月
か
ら
御
苦
労
を
い
た
だ
き
、
本

年
三
月
三
十

一
日
を
も

っ
て
退
任
さ

れ
ま
し
た
。

ゴールデンウィークの

交通事故防止運動実施中
|4 月 26 日 ~5 月 5 日|

運動の重点

1.観光・行楽車両の事故防止

2.シート ベルト の着用推進

3.無謀運転の追放

4. 二輪車の事故防止

5. 交通弱者の安全確保

助
役
に

佐
藤
次
雄
さ
ん

市
長
あ
い
さ
つ
要
旨

収入役!こ堤さん

佐
藤
次
雄
さ
ん
(
さ
と
う
つ
ぎ
お
、

五
十
九
歳
、
中
央
西
二
l
一
一
ー

三
四
・
下
紺
屋
町
)

略
歴
:
・
上
田
市
立
上
田
商
工
学
校

卒
業
、
上
田
市
議
会
事
務
局
長
、

上
田
市
財
政
部
長
、
上
田
市
総
務

部
長
、
上
田
市
収
入
役

去
る
三
月
の
市
長
選
挙
に
お
き
ま

し
て
は
、
第
二
次
長
期
基
本
構
想
に

基
づ
く
市
政
の
推
進
を
お
誓
い
申
し

上
げ
ま
し
て
、
多
く
の
市
民
の
皆
様

か
ら
力
強
い
御
支
援
を
い
た
だ
き
再

び
当
選
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
謙
虚
な
気
持
ち
で
公
平
、

円
満
な
市
政
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

本
議
会
は
、
私
に
と
り
ま
し
て
二

期
め
の
市
政
を
担
当
す
る
最
初
の
議

会
で
、
改
め
て
そ
の
責
務
の
重
大
さ

を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
選

挙
中
に
も
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
、
つ
に
、

私
は
政
党
政
派
に
と
ら
わ
れ
な
い
市

長
と
し
て
市
政
に
取
り
組
み
、
十

一

万
市
民
各
層
の
声
に
十
分
耳
を
傾
け
、

民
主
的
で
さ
ら
に
活
力
の
あ
る
市
政

の
推
進
を
図
る
決
意
で
す
。

今
回
、
提
案
し
ま
す
議
案
は
、
空

席
と
な
っ
て
い
ま
す
助
役
お
よ
び
収

入
役
の
選
任
に
つ
い
て
、
同
意
を
求

め
る
議
案
で
す
。

え

的役!こ佐藤さん

広報う

四
丹
市
議
会
臨
時
会
で
、
収
入
役

に
堤
強
さ
ん
が
、
市
議
会
の
同
意

を
得
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
前
任
の

佐
藤
次
雄
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
九
年

四
月
か
ら
御
苦
労
を
い
た
だ
き
、
本

年
三
月
三
十

一
日
を
も

っ
て
退
任
さ

れ
ま
し
た
。

真田陣太鼓保存会
会員募集

_j..UI rliづく りの礎とな った真由一族の知略と

武勇を ~lli.太鼓 に託 して表現し、 太鼓を通じて市
民の~幣の輪を強め よ うと 「信州上田真田陣太
妓保作会」では、次のとお り全 員を募集します。

資格者・・市内に在iI:または勤務 (通学) してい

る小.，;::校 l年生以 上の男 9:.

申込先 ・十Jll商工 会議Ji.斤宮@4500

収
入
役
に

堤

強
さ
ん

堤

強

さ

ん

(
つ
つ
み

つ
よ
し
、

五
十
六
歳
、

中
央
一二
i
一
0
1
一

五

・
袋
町
)

略
歴
:
・
中
央
大
学
専
門
部
法
学
科

卒
業
、

上
回
市
福
祉
事
務
所
長、

上
出
市
商
工
部
長
、
上
回
市
教
育

委
員
会
教
育
次
長
、

上
山
市
水
道

事

法

米
民
自

理

与
臼

;'事958J，} ~ 958号~

係
者
が
集
ま

っ
て
開
館
祝
賀
ょ
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

同
児
童
館
は
、

び
を
通
し
て
健
康
の
増
進
と
品
川
引
向
怖
を

豊
か
に
す
る
ニ
と
を
日
的
に
設
問
さ

れ
て
い
ま
す
。
児
童
館

へ
米
る
す
べ

市
内
で
二
番
め
の
児
童
館

市
内
で
は
朝
日
ヶ



-
4
4湘

1
h岡
市
福
祉
事
務
所
長、

-
町
市
商
工
部
長
、

上
町
市
教
育

委
員
会
教
育
次
長、

上
町
市
水
道

事
業
管
理
者

真

l-JlJ rlJ 
吠めをF中
I止めよ主併

妓!込(1会

資格者

る小?
申込先

凶
仰
と
な
V

て
い
ま
す
助
役
お
よ
ひ
以

入
役
の
選
任
に
つ
い
て
、
同
意
を
い
水

の
る
議
案
で
T

匂p・s
叶~ !EiR ~;' -" 

市
内
で
二
番
め
の
児
童
館

緑
が
丘
児
童
館
が
開
館

だえ一(3)一一昭和61年 5片 1n 広報う

広い遊戯室で子供たちは楽しく遊びます

係
者
が
集
ま
っ
て
開
館
祝
賀
パ
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

同
児
童
館
は
、

市
内
で
は
刺
日
ヶ

丘
団
ん
童
館
に
次
い
で
-
-昏
め
の
児
童

館
で
、
木
造
一
部
二
階
建
て
、
建
物

面
積
約
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
、
総
事

業
費
は
二
千
四
百
五
十
万
円
で
す
。

児
童
た
ち
が
遊
ぶ
広
い
遊
戯
室
の
ほ

か
、
図
書
館
や
集
会
室
な
ど
も
備
え

て
い
ま
す
。

児
童
館
は
、
児
童
福
祉
法
に
基
づ

く
冗
童
厚
生
施
設
と
し
て
、

地
域
の

児
童
に
健
全
な
遊
び
を
提
供
し
、
遊

病ニ昌東立国
口

へ野長

所
口
一

中
干裁

R 18 

ひ
を
迫
し
て
健
康
の
補
選
と

uw操
を

豊
か
に
す
る
ニ
と
を

H
的
に
設
計
さ

れ
て
い
ま
す
。
児
童
館
へ
米
る
す
へ

て
の
児
童
た
ち
が
、

n分
の
与
え
で

伸
び
伸
び
と
遊
び、

ま
た
仲
間
を
大

切
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

名
の
厚
生
員
が
常
駐
し
て
指
導
し
て

い
ま
す
。

親
と
子
の
交
流
の
場
と
し
て
、

地

域
に
恨
ざ
し
た
児
竜
館
と
し
て
、
皆

さ
ん
の
御
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

古典芸能のつどい
日本音楽の世界一江戸期から現代へ

三味線歌曲 という長唄、 三味線、尺八などがかな

でる和楽 、 謡曲 と能・・

と き...5月11日(日)午前10時一正午=小中学生向き

午 後2時一同4時 =一 般向き
ところ ...J二田市文化会館

入場料...無料ですが、整理券が必要です。

整理券は市内各公民館にあります。

お問い合わせ・・・中央公民館ft@0760
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社会通念やしきたりの中で
不平等感
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国
際
婦
人
年
が
制
定
さ
れ
て
か
ら
十
年
聞
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
わ
が

国
で
も
、
ニ
の
四
月
一
日
か
ら
「
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
」
が
施
行
さ
れ

る
な
ど
、
「
国
連
婦
人
の
十
年
」
の
問
に
は
国
籍
法
の
改
正
、
婦
人
の
年
金

権
の
確
立
、
配
偶
者
の
相
続
分
の
引
き
上
げ
な
ど
、
法
制
上
で
の
婦
人
の

地
位
向
上
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
昨
年
、
市
で
は
、
婦
人
千
人
を
対
象
に
婦
人
問

題
に
対
す
る
意
識
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
か
ら
み
る
と
、
ま
だ

婦
人
自
身
の
意
識
変
革
が
遅
れ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
ニ
の

調
査
結
果
は
、
今
後
の
婦
人
行
政
に
反
映
さ
せ
、
ま
た
婦
人
自
身
の
意
識

向
上
の
諸
活
動
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
は
、
二
十
八
聞
か
ら
な
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
う
ち
、
主
な
設
問
に
つ

い
て
結
果
を
掲
載
し
ま
す
。

、
主
に
ど
の
よ
う
な

仕
事
を
し
て
い
ま
す
か
。

』
じ

K
・
:
L
f
+」

〉

I1h
ip
-Fι

川

1

ヨ子
d
L

ヨ

E
5

あ
な
た
は
、

間
川
二
、

あ
な
た
は
、

家
庭
」

調
査
票
の回

収
率
目
%

調
査
は
、
昨
年
七
月
、

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
に
よ
り
三
十
代
か
ら
六
十
代

川
答
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
い
町
人

の
肘
住
地
を
市
街
部
と
民
村
部
で
分

け
る
と
、
市
街
部
の
川
以
数
7
4

百・
a

L
1
.

一、市
明一正
十1
町山一

一.11
-
-同

ELl-
二
匹
、
仁

υι
剖

~

uhι
介。
孟
E

a

t
m

h

p

-
'

1

3

1

部
の
川
以
数
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

年
代
別
同
収
率
を
み
る
と
、

-
a十

代
が
間
会
」
パ
ー
セ
ン
ト
、
:
一
ト
代
が

に
札

4

ハ
1

セ
ン
ト
、
問
卜
代
か一札

L

ハ

ハ
1

セ
ン
ト
な
ど
と
行
年
層
が
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
み
る
と

品備隊 主 時帰

婦人の皆さんとの「市長懇談会」

回答者の区分

年代別回収率は

「
男
は
仕
事
、
女
は

と
い
う
考
え
方
を

若年層が低い

の
婦
人
千
人
を
無
作
為
に
抽
出
し
て

実
施
し
ま
し
た
。
回
答
は
五
百
五
十

六
人
か
ら
い
た
だ
き
、
回
収
率
は
五

五
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
御
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ん
に
は
、
心
か

ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

~ 20代 30代 40代 50代 60代

送付数(人) 185 230 209 215 161 

回収数(人) 77 119 116 140 104 

[n]以率 (0(1) 41.6 51.7 55.5 65.1 64.6 

怠
識
調
査
へ
の
関
心
、
ひ
い
て
は
い
姉

人
問
題
へ
の
関
心
が
、
行
年
層
ほ
ど

低
調
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
は
、

-
F
J

を
要
す
る
と
こ
ろ
て
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
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代

、
王
に
ど
の
よ
う
な

仕
事
を
し
て
い
ま
す
か
。

全
体
と
し
て
は
給
与
所
得
者
(
臨
と
、
正
規
雇
用
六
六
パ
ー
セ
ン
ト
、

時
、
パ
1

ト
を
含
む
)
が

一
番

多

く

、

パ

ー
ト
タ
イ
マ
ー
二
四
パ
ー
セ
ン
ト
、

次
い
で
専
業
主
婦
、
農
業
、
自
営
業

臨
時
雇
用

一
O
パ
ー
セ

ン
ト
と
な
っ

と
続
い
て
い
ま
す
。

て
お
り
、
約
三
分
の
一
の
婦
人
は
、

給
与
所
得
者
を
年
代
別
に
み
る
と
、

不
安
定
な
パ
ー
ト
や
臨
時
の
雇
用
と

二
十
代
と
四
十
代
の
二
つ
の
ピ

l
ク

な

っ
て
い
ま
す
。年
代
別
に
み
る
と、

が
あ

っ
て
三
十
代
が
少
な
く
、

い

わ

特

に

三
十
代
は
子
育
て
の
た
め
か
パ

ゆ
る
M
字
型
就
労
に
な

っ
て
い
ま
す
。

ー
ト
か
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、

二
十
代
後
半
か
ら
三
十
代

農
業
に
従
事
す
る
婦
人
は
、
五
十

前
半
に
は
結
婚
、
出
産
、
育
児

な

ど

代

か

ら
六
十
代
と
高
齢
者
に
多
く
、

の
た
め
い

っ
た
ん
退
職
し
、
専
業
主

農

業

従
事
者
の
高
齢
化
は
、
婦
人
の

婦
や
内
職
な
ど
に
仕
事
を
切
り
替
え

、

間

で

も

顕

著
で
す
。

子
供
が
あ
る
程
度
成
長
し
て
か
ら
再
内
職
は
三
十
代
、
四
十
代
に
多
く
、

就
職
す
る
婦
人
が
多
い
こ
と
を
示
し

子

育
て
期
の
典
型
的
な
仕
事
と
思
わ

て
い
ま
す
。

れ
ま
す
。

給
与
所
得
者
の
雇
用
形
態
を
み
る

50 
イ七

40 
代

30 
代

nu
ι

‘、
。ι，

伊

t

30 

20 

10 

関
川
一
一
、

あ
な
た
は
、

家
庭
」

-
-
パ
ー
セ
ン
ト
、
問
卜
代
か
札
人
ハ

パ
ー
セ
ン
ト
な
ど
と
若
年
層
が
抵
く

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
み
る
と
、

「
男
は
仕
事
、
女
は

と
い
う
考
え
方
を

ど
う
思
い
ま
す
か

Q

は
る
か
に
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
数
字
は
、
上
間
市
の

婦
人
が

「男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」

の
伝
統
的
考
え
方
に
と
ら
わ
れ
て
い

な
い
と
は
必
ず
し
も
い
え
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
、
「
同
感
し
な
い
」
も
全
国
調
伐

に
比
べ
て
少
な
く
、
ど
ち
ら
と
も
い

え
な
い
が
多
く
み
ら
れ
る
た
め
で
す
。

あ
な
た
は
、
ど
の
領
域
で

男
女
が
一
番
不
平
等
だ
と

思
い
ま
す
か
。

間
三
、

「社
会
通
念
や
し
き
た
り
」
の
領

域
で
不
平
等
と
す
る
人
が
各
世
代
と

も
圧
倒
的
に
多
く
、
全
体
で
は
六
五

パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
性
別
役
割
分
担
の
慣
習
的
電

み
に
は
気
づ
い
て
は
い
る
が
、
立
識

や
努
力
で
は
社
会
通
念
や
し
き
た
り

が
打
ち
破
れ
な
い
ほ
ど
固
定
化
し
て

い
る
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

「職
場
の
中
」
で
不
平
等
と
す
る

人
は、

二
十
代
と
四
十
代
に
多
く
、

こ
の
世
代
は
給
与
所
得
者
が
多
い
た

め
、
職
場
の
中
で
不
平
等
を
強
く
感

じ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

今
後
、
当
市
の
地
域
的
課
題
と
し

て
、
不
平
等
を
な
く
す
た
め
に
は
、

社
会
慣
習
や
し
き
た
り
の
不
平
等
を

解
消
す
る
方
向
、
・
万
法
が
い
水
め
ら
れ
、

ま
た
い
肺
人
問
題
学
宵
で
の
課
題
で
も

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

低
調
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
は
、
-
杭
F
J

を
要
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
の

社会必念やしきたり

iO 

6リ

(j;; 

62 

ti:l 

‘);) 
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あ
な
た
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
で

婦
人
の
意
見
が
反
映

さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。

間
四
、

十
分
反
映
さ
れ
て
い
る
、
あ
る
程

度
反
映
さ
れ
て
い
る
の
両
方
を
合
わ

せ
る
と
、
「
家
庭
の
中
で
」
が

一
番
多

く
九
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
次
い
で
「
地

域
社
会
の
中
で
」
五
ペ
パ
ー
セ

ン
ト
、

「
職
場
の
中
で
」
五
四
パ
ー
セ
ン
ト
、

「
政
治
の
場
で
」
四

一
パ
ー
セ

ン
ト

(
そ
れ
ぞ
れ
回
答
)
と
な
っ
て
い
ま

す
。

え広報 う第 958i)~_ 

「婦人問題講演会」

ある私リュJぇ11央
されている 年

代
別
で
は
、
各
種
の
場
を
通
じ

二
十
代
、

三
十
代
は
意
見
が
反
映
さ

れ
て
い
な
い
と
よ
り
強
く
感
じ
て
お

り
、
不
平
等
感
を
強
く
持
っ
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
四
十
代
以
上

特
に
五
十
代
の
多
く
は
、
あ
る
程
度

反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
よ

う
で
す
。

ほとんど!えII~
あまり以H央されていない されていなよ

(00) 

間
五
、

あ
な
た
は
、
老
後
に

不
安
を
感
じ
て
い
ま
す
か
。

社
会
保
障
・
福
祉
が
十
分
で
な
い
高
齢
者
を
抱
え
て
い
る
家
族
の
立
場

と
し
て
い
る
人
が
一
番
多
く
、
次
に
か
ら
の
声
と
推
察
さ
れ
、
在
宅
老
人

健
康
や
生
活
費
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
の
看
護
な
ど
の
老
人
問
題
は
、
婦
人

年
代
別
に
み
る
と
、

二
十
代
で
は
問
題
に
も
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
よ

考
え
て
い
な
い
と
い
う
人
が
五

O
パ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

1
セ
ン
ト
と
高
く
、
自
分
の
晩
年
ま
五
十
代
以
上
の
人
は
、
福
祉
と
並

で
は
目
が
届
い
て
い
な
い
よ
う
に
思
ん
で
健
康
へ
の
不
安
が
急
増
し
て
い

わ
れ
ま
す
。

三
十
代
、
四
十
代
で
は
、
る
反
面
、
六
十
代
で
考
え
た
こ
と
が

社
会
保
障
・
福
祉
に
つ
い
て
の
不
安
な
い
人
が
二
六
パ
ー
セ
ン
ト
も
い
る

を
、
よ
り
多
く
の
人
が
も
っ
て
い
ま
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
の
現
状
に
満

す
。
こ
れ
は
、
将
来
の
福
祉
の
先
行
足
し
て
い
る
た
め
と
も
思
わ
れ
ま
す
。

き
に
不
安
を
抱
い
て
い
る
こ
と
や
、

:;-1 

:;2 

10 政

地峡社会

職

御
存
じ
で
す
か
?

あ
な
た
は
、
婦
人
が
社
会
活
動
に

参
加
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

ど
う
思
い
ま
す
か
。

回
り
之
、

回

μ
-ノ

l
 

μh
u
 

積
極
的
に
参
加
し
た
方
が
よ
い
が

二
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
や
れ
る
範
囲
で

や
っ
た
方
が
よ
い
が
七

O
パ
ー
セ

ン

ト
と
、

各
世
代
と
も
な
ん
ら
か
の
社

会
活
動
へ
の
参
加
に
賛
同
し
て
い
ま

す
。
特
に
、

二
十
代
、
四
十
代
は
職

場
や
社
会
へ
出
や
す
い
状
況
に
あ
り
、

積
極
的
に
参
加
と
い
う
意
見
が
や
や

多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
や
れ
る
範
囲
で
や

っ
た

方
が
よ
い
と
い
、7
考
、え
は
、
実
際
に

嵯号t

は
、
ほ
と
ん
ど
参
加
し
な
い
こ
と
に

も
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り
、
男
性

と
は
異
な
る
女
性
の
立
場
の
難
し
さ

を
表
わ
し
て
い
る
と
も
い
え
ま
し
ょ

う
。
社
会
活
動
へ
の
参
加
と
い
っ
た

場
合
、
婦
人
の
側
で
は
、
職
業
は
も

ち
ろ
ん
地
域
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
、

学
習
活
動
な
ど
か
な
り
幅
広

く
多
様
な
活
動
が
含
ま
れ
て
お
り
、

そ
れ
自
体
、
男
性
の
社
会
活
動
へ
の

参
加
意
識
と
は
異
な
る
点
が
率
い
よ

(%) 考えていない
70 (%) 

70 

60 50 40 30 

2-1 

20 10 

思
わ
れ
ま

てやれ る範 IJ~ で
ゃった)jがよ L、

必裂ない

わからない

積極的に参加
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匝王

多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
や
れ
る
範
囲
で
や
っ
た

方
が
ょ
い
と
い
う
考
え
は
、
実
際
に

t劫

地峡社会

政

職

奇え

く
多
様
な
活
動
が
含
ま
れ
て
お
り
、

そ
れ
自
体
、
男
性
の
社
会
活
動
へ
の

参
加
意
識
と
は
異
な
る
点
が
多
い
よ

官
制
4
1

る
た

・
れ
つ

や
や

う
に
思
わ
れ
ま
す
。

.~ 

積極自J

御
存
じ
で
す
か
?

国
民
健
康
保
険

え

国民健康保険のしくみ
国民健康保険(国保)は、会社などの各種

健康保険に加入できない皆さんが、病気や

ヶヵーをしたとき、経済的負担が少しでも軽

くてすむように、ふだんからその収入に

応じてお金を出し合い、また国からの補助

と合わせて、医療費に当てようという相互

扶助を目的に生まれた制度です。

国側こ加入する人一蹴者一
会社の健康保険や公務員の共済組合、船

員保険などに加入している人、または生活

保護を受けている人以外は、みんな国保に

加入して、被保険者にならなければなりま

せん。 (強制加入を原則としています)

国保では家族一 人一 人が被保険者です。

世帯主は、その家族の被保険者としての

資格に異動があったとき(他の保険に入っ

たとき、他の市区町村へ転出したとき、子

供が生まれたとき、死亡したときなど)は、

14日以内に届け出をしなけれはなりません。

国保に加入したりやめるときの手続きは、

下の表によって行ってくださ~ ¥ 0 

出

届け出をしなければならない場合 お持ちいただくもの

保国 他の社会保険などをやめたとき
印鑑・社会保険資格'î..~~(， lIPI)1 古・(1司

{呆の保険此)
一

加入
転入してきたとき 印鑑・(同保の保険心1)

子供が生まれたとき 印鑑.[fJ似の保険';11
一

保国 他の社会保険に加入したとき
印鑑・社会保険資俗取{出11:1別片山

{示) と凶{扶の保険，ft! 一σ〉

脱退
車量出するとき 印鑑・国保の保険，iJl ーーーーー戸4

死亡したとき 印鑑・|玉|保の保険υd ーーーーーー

更変
住所・世帯主・氏名などが変わった

とき
印鑑・|玉|保の保険，:t!

学生などで遠隔地用の保険証が必要 1:1l鑑・ |王11栄の保険μd:• {I::、;::(一まーた-はF 

そ
なとき 入|童|など) ，iJJ:1リr;ヰ -ーーーーJ σ〉

他
保険証をなくしたり、汚したりした

印鑑・免，i'r，ulなどJj.-.:人である，oIIIIJI
とき

け届σ〉保国

国保に加入すると、

1世帯に 1枚の保険証

が交付きれます。

同じ住居に住んで、

家計がいっしょの人は

同じ世帯になります。
わカ)は、現在お持ちの方だけに談、当し ます。、王
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保険証の正Gt、取り扱L、かた
保険証〈正しくは、国民健康保険被保険者証)は、国保の被保険者である

という証明書であると同時に、お医者さんの診察を受けるときの受診券の役

目を果たすものですから、大切に取り扱いましょう。

-
l 確認 _l 保険証を受けとったら、記入漏れや記入

lしましょっ/違いがないか、また、すでに国保をやめた

¥.._ _/  人が記入.されていないか確認しましょう。

-厩詞屋墨謹曽田胃樋f'A7A".I現E置誼f:JJ蹴~i層;;.

お医者さんにかかるときは、必ず保険証を病院の窓口へ提出してください。

E岨!.E'軍司崎医長調・

治療がすんだら、必ず保険証は返してもらいましょう。

預けっぱなしは、紛失などの事故のもととなります。

.医s謂樋寓図面調菌扇Uid!m_

会社に入ったり、他の市区町村へ転出するときは、

保険証をお返 しください。

(そのときに、保険税の精算をお願いしています)

f_一一、 現在の保険証の有効期限は、昭和61年 6月30
1保険証 1 |三~~ 1日までです。 7月 1日からは、新しい保険証で
iの更新 I 
¥ ."ι'1>'1 J ないと使えませんので、御注意くださし、。

Y7交通事故にあったら.ノ r 
(第三者行為)

もし、交通事故にあったら、軽症の場合右の ような処

置をとって病院へ行ってくださ ~)o そして必ず精密検査

を受けましょう。軽いと思っても後遺症が残る場合があ

ります。重症の場合は緊急に入院、通行人に協力を求め、

できるかぎ り相手の確認をしましょっ。

国保へも届け出る
交通事故でも国保で治療を受けられますが、その治療

費は加害者が支払うのがたて前です。国保ではこの届け

出によって治療費を加害者に請求することになります。

また、第三者行為かどうかの調査も行っています。「傷

病の原因について」の照会があった場合は、ぜひ御協力

ください。

-相手を確認する

・プレート番号・型・色・名

称

・運転者の氏名・住所

・営業用の場合は会社名・所

在地・電話

・自賠保険・任意保険の加入

の有無

・目撃者に証言怠どの協
力を依頼する

・不利になる言動は慎し
む

・加害者があやまったからと

いって許すという言動をと

ると不利になることもある

・警察へ必ず届け出る
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医療費が高額になったら
被保険者が、同一月内に同ーの医療機関で治療を受けた場合、窓 口

で、支払った自己負担分(3割または 2割)が次のような金額を超えた場

合、その差額について高額療養費の支給が受けられます。

①被保険者本人の自己負担額が54，000円(低所得者30，000円)を超えた場合の差額

②同一世帯で自己負担額が 1人30，000円(低所得者21，000円)を超え、その合算額が54，000

円(低所得者30，000円)を超えた場合の差額

③1年以内に高額療養費の支給を4回受けた場合、4回以降から30，000円(低所得者21，000円)

を超えた場合の差額

④特定の病気で厚生大臣が指定したものについて10，000円を超えた場合の差額

iiii;究

長年勤めた会社や役所などを退職

して、現在、国保に加入し、被用者

年金を受けている70歳未満の人およ

び扶養家族は、世帯主の届け出によ

り 「退職者医療制度」に移行するこ

とになります。

-どんな給付ガ受けられるか

退職者医療制度で診療を受ける場合には、次のような給

付が受けられます。

①退職者本人ーかかった医療費の 8割(自己負担2割)

②扶養家族一一@外来受診 7割(自己負担 3割)

⑥入 院 8割(自己負担 2割)

・いつから資格ができるか

退職者医療制度の加入資格は、年金受給権の発生の日か

ら適用となります。

*詳しくは、国保年金課へお問い合わせ ください。

*お医者さんにかかるとき

診療を受けるときには、 「国民健康

保険退職被保険者等証明書」を必ず

お持ちください。

「任意継続」 とは・・・・
この制度は、会社などを退職する日の前日まで引き続き一定期間以上その健康保険に加入していた

皆さんが、退職の日から20日以内に申し出をすれば、引き続いてその健康保険の任意継続被保険者と

して今まで同様の医療の給付が受けられるというものです。

宮崎期間はどのくらいか

任意継続の期間は、最高 2年間で途中でやめることもできます。

(ただし、55歳以上で退職した場合は、 60歳までの期聞か 2年聞のどちらか長い五)

安保険料はどのくらいか

各保険により異なり ます。会社などへ照会 して、国保の税金と比較して有利な方を選択
してください。

も

を

受

ま

き

置

を

り

で

ーーー--

手?

ムヘ

費は

出によ

また

病め原

くださ



保険税を納期限までに納めな

い場合、督促状が行ったり延滞

金が徴収されるなど、有利なこ

とはなに一つありません。新聞

の報道に よりますと、 厚生省は最近 、保険税

のj帯納者に対して給付を一時停止するとい う

方針を決めたといわれています。これらのこ

とからも保険税は、納期内に完納するようぜ

ひお願いします。

だく特集〉一一一一昭和61年 間 1日一一一一(4)ー

保険税は、国保をささえる

重要な財源の

一つなのです。

世帯の収入に応じて計算する。

世帯の資産に応じて計算する。

⑧ 老人分は、 実医療費ではなく老人保

健 医療費拠出金によ り算定しました。

一世帯にいくらと計算する。

加入者数に応じて計算する。

納税義務者

-保険税を納

めないとど

うなるか

1*険税は、国からの補助 と合わせて、皆さ んが病気や

ケガをしたときの医療費を はじめ、 子供が生 まれたり、

京佐のだれかが亡くなったときの給付費にあてられます。

つま リ保険税は、国保を運営するための重要な財源なの

です。

平等割

均等割

所得割

資産割

60年度医療費は49億円に(芸)

-・・・・E国l瓦蓮田恒・岨匝司r.'T:蒐毒事・・・・・・・

|五II.iUÞ業は、独立した子X~(ヰ刊 Ij会計)で jlli伊;されています。

IIlIrliの111休1160年度における |玉|保の医療の状川は、次のよう

になっていま す。 (以卜 L、ずれも見込み)

ぺ核保険-/'i1人平均医療't'1

"1・ 1.15，392Ilj

C被保険-/'i.1人平均診療I'JI数

1f 8.81"1 

f:tJ~1見は、基本的にはその

年度の|災僚伎に応じてiため

られます。医療費がふえれ

ば、保険F兄も市くなってし

ま~，iす。医療'/:1節約を心

がけましょう。

{也市|丘町村から転入してき

たときや、他の健康保険をや

めて国保に加入す る場合、国

保の資格はその日から発生し

ますので、 届け出が遅れると

その分までさかのぼって負担

しなければなりません。

届け，'['，は早めに済ませまし

ょっ。

国保をささえる保険税

え

最近5年間で1.36倍の伸び

広報う

保険税については、基本的には

保険で必要とされる費用のうち、保

険税で、賄われなければな らない分

の総額の合計額を次の項目にふり

わけて、それぞれについて個人の

負担額を計算 し、その合計額を 1

年聞の保険税として います。

.保険税の決めかた

-保険税は資格がで

きたその日から

....事958.'，ナ

戸
協
叫
以
上
回
消
費
佐
活
セ

ン
タ
ー

d

・
国
鉄
コ
ー
ナ
ー

今
年
は
、
ト
ク
ト
ク
き

っ
ふ
な
ど

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
き
つ
よ
ョ
肢

-第 958場~

た
、
ガ
ス
の
よ
ろ
ず
相
談
コ
ー
ナ
ー

も
開
設
し
ま
す
。(

協
作
一

.
電
話
コ
ー
ナ
ー

知
恵
と
工
夫
で
快
適
な
暮
ら
し

上
回
ガ
ス
側
)



保

保険

険税で、

の総額

わけで

負担額

年聞の保

I司1学*

I.Il1nJグコ
fーな〆 てL

彼(料尖

{I・ 11

被{料尖

千1'- 1:1 

1料食税(

年度の

られま

1;1、

まL、ま

かけま

!ls 958号、

知
恵
と
工
夫
で
快
適
な
暮
ら
し

第
七
回
む
だ
を
な
く
す
生
活
展

プド男句;;
(毛田市資源-;百用時本1524時-23fziム②064i

Tごえ一 (7)一一昭和61年 5月 1日 広報う

活
展
」
は
、
「
資
源
活
用
広
場
」
と
併

せ
て
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

今
年
の
「
生
活
展
」
は
、
資
源
と

エ
ネ
ル
キ
ー
を
上
手
に
使
う
方
法
や

リ
サ
イ
ク
ル
商
品
を
展
示
す
る
ほ
か
、

参
加
事
業
所
が
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に

お
い
て
日
常
生
活
の
い
ろ
い
ろ
な
相

談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
御

利
用
く
だ
さ
い
。

と
き
:
・
五
月
十

一
日
制
(
雨
天
の

場
合
は
十
八
日
側
、
午
前
八
時
四

十
五
分
か
ら
午
後
二
時

と
ニ
ろ
・
:
市
役
所
駐
車
場
と
そ
の
周

辺
生
活
展

各
コ
ー
ナ
ー

avガ
ス
コ
ー
ナ
ー

ガ
ス
機
器
を
安
全
に
使
用
す
る
う

え
で
の
注
意
事
項
や
省
エ
ネ
機
器
を

展
示
し
、
上
手
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使

う
方
法
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
ま

わ
ん
‘

H
H

ス
の
ト
A
V
A
4
1叫
相
諸
政
コ

l
l
ふ
l
l
I

J
U
問
問
品
以
!
レ

4
0十
v
o

(
協
代
上
回
ガ
ス
側
)

。
電
話
コ
ー
ナ
ー

テ
レ
ホ
ン
カ
1

ド
の
紹
介
や
、
暮
ら

し
の
中
で
電
話
に
つ
い
て
感
じ
る
疑

問
と
相
談
に
応
じ
る
移
動
電
話
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。
ま
た
、
テ
レ
ホ

ン
カ
ー
に
よ
る
各
種
電
話
機
の
紹
介

展
示
を
し
ま
す
。

(
協
竹

N
T
T
上
田
電
報
電
話
局
)

.
石
け
ん
コ
ー
ナ
ー

パ
ネ
ル
展
示
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

配
布
す
る
ほ
か
、
粉
石
け
ん
の
サ
ン

プ
ル
を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
水
石
け
ん
、
ク
レ
ン
ザ
ー
、
石

け
ん
、
シ
ャ
ン
プ
ー
な
ど
を
通
常
価

格
の
二
割
か
ら
三
割
引
き
で
特
売
し

ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
日
常
生
活
で
の

粉
石
け
ん
の
使
用
の
秘
訣
な
ど
各
種

洗
剤
に
関
す
る
相
談
も
行
い
ま
す
。

け
ん

(
協
質
ヤ
マ
カ
石
鹸
販
売
附
)

A
V
消
費
生
活
コ
ー
ナ
ー

今
回
は
、

一
年
間
に
約
二
十
億
個

使
わ
れ
て
い
る
乾
電
池
の
問
題
を
「
ご

み
と
い
っ
し
ょ
に
捨
て
な
い
で
」
と

い
う
テ
!
?
で
、
中
に
含
ま
れ
て
い

る
メ
チ
ル
水
銀
の
問
題
や
再
利
用
に

つ
い
て
取
り
扱
い
、
パ
ネ
ル
展
示
や

説
明
を
し
ま
す
。
ま
た
、
消
費
者
ク

イ
ズ
や
、
消
費
生
活
に
関
す
る
苦
情

相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

-保険税

きたそ

バ
ト
駅
$

戸
附
帥
M

H

L

IJ岡
山

E
m掛

H
P

ヰ
μ
品
川
セ

-
J
O
F
-
-
d

.
国
鉄
コ
ー
ナ
ー

今
年
は
、
ト
ク
ト
ク
き

つに

Jaど

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
き

っ
ふ
展

示
コ

ー
ナ
ー
を
計
同
し
紹
介
と
説
明

を
す
る
ほ
か
、
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
や
チ

ラ
シ
も
配
り
ま
す
。
ま
た
、
国
鉄
特

選
企
画
団
体
旅
行
な
ど
の
国
鉄
旅
行

に
つ
い
て
、
具
体
的
に
説
明
し
た
り

相
談
も
行
い
ま
す
。

(
協
竹
上
田
駅
旅
行
セ
ン
タ
ー
)

A
V
ヤ
ク
ル
ト
コ
ー
ナ
ー

ヤ
ク
ル
ト
で
は
、
昭
和
四
十
六
年

か
ら
空
容
器
を
自
主
的
に
回
収
し
、

再
生
す
る
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
リ
サ
イ
ク

ル
川
動
を
し
て
い
ま
す
。会
場
で
は
、

生
ま
れ
会
わ
る
空
容
器
と
し
て
定
規

や
小
物
入
れ
な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

リ
サ
イ
ク
ル
製
品
を
展
示
し
、
数
を

限
っ
て
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
「
健
康
で
豊
か
な
明
る
い
生

活
」
を
守
る
た
め
、
健
康
づ
く
り
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
差
し
上
げ
ま
す
。

(
協
林
一

北
信
ヤ
ク
ル
ト
販
売
鮒
)

.
郵
便
コ
ー
ナ
ー

電
子
郵
便
、
貯
金
、
保
険
な
ど
の

上
手
な
利
用
方
法
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。
ま
た
、
郵
便
に
対
す
る
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
チ
ラ
シ

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
た
り
、

絵
は
が
き
を
販
売
し
ま
す
。

(
協
代
上
田
郵
便
局
)
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人権擁護委員

に御相談を

こ
の
ほ
ど
次
の
四
人
の
方
々
が
、

法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
と
し

て
委
嘱
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

O
田
口
玲
さ
ん
中
央
六
|一

二
五
(
鍛
冶
町
)

O
坂
井
太
賀
美
さ
ん
常
田
二
|

一

八
ー

一
八
(
中
常
田
)

O
小
出

一
則
さ
ん
大
字
芳
田
二
四

四
六
(
中
吉
田
)

O
飯
島
英
子
さ
ん
大
字
築
地
二
三

四
(
築
地
)

人
権
擁
護
委
員
さ
ん
は
、
憲
法
で

保
障
さ
れ
て
い
る
国
民
の
基
本
的
人

権
、
す
な
わ
ち
生
命
自
由
お
よ
び
幸

福
追
求
な
ど
の
権
利
が
侵
犯
さ
れ
る

え広報う

千
曲
荘
病
院
様
か
ら

A 958号

タ
タ
師
側
爪
り
畑
仰
室
岡
叫
刊

こ
と
の
な
い
よ
う
に
監
視
し
、
も
し

こ
れ
が
侵
犯
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ

の
救
済
の
た
め
に
適
切
な
処
置
を
と

る
な
ど
、
広
く
人
権
の
擁
護
に
努
め

る
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
困
ま

り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
御
相

談
く
だ
さ
い
。
市
内
に
は
、
前
記
の

四
人
の
方
々
の
ほ
か
に
、
次
の
方
々

も
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

O
成
津
キ
ク
ノ
さ
ん
緑
が
丘
二

六
ー
七
(
緑
が
丘
北
)

O
土
屋
園
男
さ
ん
大
字
諏
訪
形

一

O
八

一
|

一

(
諏
訪
形
)

O
宮
原
泰
助
さ
ん
大
字
古
安
曽
三

八

一一

(
柳
沢
)

O
小
池
恭
平
さ
ん
大
字
手
塚
八

一

六
(
手
塚
)

O
宮
下
弘
さ
ん
大
字
越
戸
四
二

八
(
越
戸
)

O
清
水
幹
崇
さ
ん
大
字
古
里

二
ハ

八
六
(
岩
門
)

O
竹
内
誠
さ
ん
大
字
国
分

一二

一
六
(
上
沢
)

O
小
泉
義
雄
さ
ん
大
字
小
島

一
O

二

(
上
小
島
)

こ
の
ほ
ど
、
医
療
法
人
友
愛
会
千

曲
荘
病
院
(
遠
藤
利
治
院
長
)
様
か

ら
、
体
育
振
興
事
業
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
と
、

一
千
万
円
の
御
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し

I
r
lJ
dn
H
ゐ
eAr
b
q
'
e

目ー.ー品 目

目一一 --- -一目ープー ，. ~ ...目
't冒・ . -- ..・ E

E...--.----... -- . --・-E..----.--.‘一- -一一一 司・ F 目

て

ん

今
回
は
、
「
て
ん
か
ん
」
に
つ
い
て

お
話
し
し
ま
す
。

わ
が
国
で
は
、
百
万
人
の
人
が
て

ん
か
ん
で
悩
ん
で
い
ま
す
。
で
す
か

ら
約
百
人
に

一
人
の
割
合
で
こ
の
病

気
を
持
つ
人
が
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
珍
し
い
病
気
で

は
な
い
の
で
す
。

て
ん
か
ん
の
症
状

て
ん
か
ん
と
は
、
脳
の
中
で
嵐
が

起
こ
り
そ
れ
が
発
作
と
な

っ
て
現
れ

る
病
気
で
す
。
私
た
ち
の
脳
の
細
胞

は
、
小
さ
な
電
流
を
出
し
て
い
ろ
い

すO~

ん

ろ
な
刺
激
を
伝
え
た
り
受
け
た
り
し

て
い
ま
す
。
こ
の
脳
の
細
胞
か
ら
出

る
電
流
が
、
と
き
ど
き
急
に
強
く
な

る
た
め
そ
の
周
り
の
細
胞
が
シ
ョ
ッ

ク
状
態
を
起
こ
し
ま
す
。
そ
れ
が
、

発
作
と
な
っ
て
現
れ
る
の
で
す
。

原
因
と
し
て
は
、
お
産
の
と
き
やし

ゅ

交
通
事
故
で
で
き
た
脳
の
傷
や
脳
腫

ょ
、つ応

、
脳
血
管
障
害
な
ど
が
あ
り
ま
す

が
、
多
く
の
場
合
よ
く
わ
か
り
ま
せ

ん
。
症
状
は
、
脳
細
胞
が
出
す
電
流

の
強
さ
、
電
流
の
起
こ
る
範
囲
に
よ

っ
て
変
わ

っ
て
き
ま
す
。
倒
れ
て
、

け
い
れ
ん
を
起
こ
す
大
発
作
、
姿
勢

は
変
わ
ら
な
い
ま
ま
突
然
意
識
だ
け

を
失
う
小
発
作
、
錯
覚
や
判
覚
を
み

る
精
神
発
作
、
舌
な
め
ず
り
な
ど
異

常
行
動
を
す
る
精
神
運
動
発
作
、

頭

き

痛
や
腹
痛
、
動
惇
な
ど
自
律
神
経
に

症
状
が
出
る
自
律
神
経
発
作
、
体
の

一
部
が
け
い
れ
ん
し
た
り
、
し
び
れ

た
り
す
る
焦
点
発
作
、
な
ど
症
状
は

さ
ま
ざ
ま
で
す
。
ど
れ
も
数
分
以
内

に
発
作
は
治
ま
り
、
A

叩
を
失
、
7
こ
と

H
Uゆ
仇
り

つ

ド
ド
み
め

H
J
ま
4
B

件、

/ル
。

い
ず
れ
も
、
て
ん
か
ん
と
は
気
づ

か
れ
な
い
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
が
、

脳
波
の
検
査
に
よ

っ
て
診
断
さ
れ
ま

す
。
多
く
の
人
は
、
抗
て
ん
か
ん
剤

を
飲
む
こ
と
で
発
作
も
止
ま
り
、

普

通
の
人
と
変
わ
り
な
い
生
活
を
送

っ

て
い
ま
す
。

「
波
の
会
」

を

御
存
じ
で
す
か

て
ん
か
ん
は
、
正
確
に
理
解
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
誤
解

が
偏
見
と
な

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

そ
ん
な
な
か
で
、
て
ん
か
ん
と
い
う

病
気
を
持
ち
発
作
へ
の
恐
怖
、
治
療

や
将
来
へ
の
不
安
な
ど
、
だ
れ
に
も

一言
え
ず
悩
ん
で
い
る
人
は
い
ま
せ
ん

か
。
こ
の
よ
う
な
悩
み
を
持
つ
人
が

集
ま

っ
て
「
波
の
会
」
を
作
り
ま
し

た
。
本
人
や
家
族
が
集
ま
っ
て
病
気

の
こ
と
、
治
療
の
こ
と
、
日
常
生
活

の
こ
と
な
ど
を
学
習
し
た
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
悩
み
や
体
験
に

つ
い
て
話
し

合
っ

て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
お
ハ
八
畦

に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
先

C
永
井
瑞
江
さ
ん
(
五
加
)

官
包
2

0
市
役
所
保
健
F
防
相
時
含
れな

4
1
0

。
向
け
幼
時

l
q
u
o
-
1
1
l

-
ヅ
を
通
じ
て
健
康
の
保
持
と
体
力

の
憎
強
お
よ
び
お
バ

い
の
鋭
除
を
阿

っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
「
事
卜

，川
k

小
地
区
心
身
附
匂
け
が
れ
体
行
大
会
」
を



多
額
の
御
寄
付
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M
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保
健
予
防
課
保
健
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
2
8
9

有
線
②
0
7
2
1

麻
し
ん
(
は
し
か
)
の
予
防
接
種

を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。
以
前
に
、

麻
し
ん
に
か
か
っ
た
り
、
こ
の
予
防

接
種
を
受
け
た
子
供
さ
ん
は
該
当
し

ま
せ
ん
。
料
金
は
無
料
で
す
。

対
象
者
:
・
五
十
九
年
四
月

一
日
か
ら

同
年
九
月
三
十
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
子
供
さ
ん
(
今
ま
で
実
施
し
た

機
会
に
で
き
な
か

っ
た
六
歳
未
満

の
子
供
さ
ん
も
含
み
ま
す
)

実
施
期
間
・
・
・
五
月
六
日

ωか
ら
同
月

三
十

一
日
出
ま
で
の
聞
に
、
子
供

ら
、
体
育
振
興
事
業
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
と
、

一
千
万
円
の
御
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し

ト
ム
凶
H
土
砂
寸

v
。

4月7日かうよ田創造館で、よこIJI¥也区のIJ 午軒

を対象に、科学実験室ガスタートしまし疋。こ('，!o，

専門外の担任の先生ガ連れてきた場合に創造乞

いる理制の先生(3名〕ガ理制の侵業を担当写る院

で、学僚でできにくい制学実験芯とを行うセめて写

いまとところ26校から申し込みかありまE河 d(

余浴かありますので創造館まで御連絡くださ~" 

さ
ん
の
健
康
状
態
の
良
い
日
を
選

ん
で
お
受
け
く
だ
さ
い
。

実
施
場
所
・
・・下
表
の
委
託
医
療
機
関

の
う
ち
、
ふ
だ
ん
か
か
り
つ
け
て

い
る
所

へ
事
前
に
電
話
な
ど
で
連

絡
し
て
か
ら
お
受
け
く
だ
さ
い
。

持
ち
物
:
・
問
診
票

(
赤
ち

ゃ
ん
手
帳

の
中
に
あ
り
ま
す
)
、
母
子
健
康
手

帳
受
け
ら
れ
な
い
子
供
さ
ん
:
・
①
ポ
リ

オ
(
小
児
マ
ヒ
)
を
受
け
て
か
ら

一
か
月
以
上
経
過
し
て
い
な
い

子

供

さ

ん

②

三
か
月
以
内
に
ガ
ン

マ
グ
ロ
プ
リ
ン

の
注
射
を
受
け
た

子
供
さ
ん

③
赤
ち
ゃ
ん
手
帳
の

「
禁
忌
事
項
」
に
該
当
す
る
子
供

さ
ん

そ
の
他
・
:
麻
し
ん
の
予
防
接
種
は
、

注
射
後
、
七
日
か
ら
十
二
日
を
中

た
り
す
る
焦
点
発
作
、
な
ど
症
状
は

さ
ま
さ
ま
で
す
。
ど
れ
も
数
分
以
内

に
発
作
は
治
ま
り
、
命
を
失
う
こ
と

は
め
っ

た
に
あ
り
ま
せ
ん
。

心
に
こ
十
七
度
E
dH
か
ら
二
γ
十
八

度

E
分
の
鉱
山
い
か
山
山
た
り
、
軽
い
発

し
ん
が
起
こ
っ
た
り
、

せ
き
、
鼻

水
が
出
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
症
状
は
、
一
般

に
特
別
な
治
療
を
受
け
な
く
て
も

回
復
し
ま
す
が、

け
い
れ
ん
を
起

こ
し
た
り
、
呼
肢
が
早
く
な
っ

た

と
き
は
医
師
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

ιLAr-抽
地

U
Mレ

心
身
障
害
者

体
育
大
会
を
開
催

福
祉
課
福
祉
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
3
7
3

心
身
障
害
者
の
皆
さ
ん
に

(50 I'..，.' II~I) 

医療機関名 電話番号 医療機関名 電話番号

葦 j尺 医 院( 森 ) 124-2280 嶋村内科小児科医院(常磐田f) 22-3202 

荒 井 医 院(下紺屋町) 22-0474 城 南 医 院(街l 所) 22-3481 

飯 鳥 医 院(築 地) 22-5011 豊 田 医 院(下紺屋町) 22-1158 

j也 田 医 院(i甫 野) 31-2007 新 美 医 院(大 屋) 35-0012 

池田クリニ ツ ク(川辺町) 22-5041 日i新堂病院(馬場町) 22-0558 

遠藤 内科医院(馬場町) 22-0051 橋 l本 医 院(舞 出) 38-2033 

金井内科小児科医院(国 分) 22-9716 堀 内 医 院(大 屋) 35-0104 

神科診療所(長 品) 27-3331 松尾内科小児科医院円、常回) 22-1355 

青島 坂 内 科(上塩尻) 22-1936 ニ 原内科医院(中之条) 27-6500 

小井土内科医院(上川原柳町) 27-6666 宮坂内科小児科医院円、常出) 22-0759 

甲囲内科小児科診療所(石 神) 38-3065 宮下内科小児科医院(上 堀) 22-1233 

小松内科循環器科医院(上川原柳町) 27-2200 ニ好町産婦人科医院(街l 所) 23-2381 

斉 藤 医 院(馬場町) 22-1048 キす 上 医 院(末広 町) 22-3740 

斉藤外科医院(下青 木) 35-0887 相1I 沢 病 院(北 大 l> 22-0109 

ささき小児科医院(械 北) 27-7700 横 山 医 院(大 屋) 35-0008 

佐 藤 医 院(五 加) 38-2543 吉 田こ ど も 医 院(路 λ) 24-1222 

佐藤胃腸科内科医院(鷹 匠 町) 22-2342 和方内科 医 院(出国新田f) 38-2540 

塩 田 病 院(中 野) 38-2221 

麻しん予防接種委託医療機関一覧表

。(
ハ君 永

品目;品
宇佐 7nナ
- I速 さ主;d 、

13 
!? 

(
日
加
)

E
8
2
 

ス
ポ

ー
ー
ツ
キ
コ
』
出

V
レ
グ
t

、
岬
隊
出
嶋

市
引
叫
は
げ
叫
付
レ
d

ル
m
n
hり

の
精
強
お
よ
び
お
瓦
い
の
滅
的
批
を
阿

っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
「
部
十
，，

M
卜ぃ

小
地
区
心
身
防
止
骨
折
体
育
大
会
」
を

次
の
と
お
り
附
催
し
ま
す
。

大
勢
の
皆
さ
ん
の
御
観
覧
と
御
声

援
を
お
願
い

し
ま
す
。

と

き

・:五
月
十
八
日
制
午
前
九
時

か
ら
午
後
四

時

(
雨
天
中
止
)

と
こ
ろ
・
:
市
営
陸
上
競
技
場

参
加
者
・
・
・
上
小
地
区
の
心
身
障
害
肴

の
皆
さ
ん

競
技
種
目
・
:
百
メ
ー
ト
ル
競
争
、
走

り
幅
跳
び
、
走
り
高
跳
び、

綱
引

き
、
車
い
す
競
争
な
ど
二
十
七
種

目家族そろって大掃除

5月は春の大掃除月間

春の大同 除の実施時期は、

5月いっぱいです。家族みんな

で大掃除を行い、 病害虫の発生

源をなく して、清潔で住み よい

生活環境を築 きまし ょう。
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盲
人
ガ
イ
ド

ヘ
ル
パ
ー
を
募
集

福
祉
課
福
祉
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
3
7
3

市
で
は
、
重
度
の
視
覚
障
害
の
皆

さ
ん
が
官
公
庁
、
病
院
、
学
校
な
ど

公
的
機
関
へ
の
用
務
が
あ
る
と
き
、

付
添
者
が
得
ら
れ
な
い
場
合
に
は
案

内
を
す
る
盲
人
ガ
イ
ド
へ
ル
パ

ー
を

派
遣
し
て
い
ま
す
。

次
に
よ
り
盲
人
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ

ー

を
募
集
し
ま
す
。

資
格
者
・
・
・
六
十
五
歳
未
満
の
健
康
な

人
で
、
日
曜
日
、

祝
日
、
平
日
を

問
わ
ず
日
中
支
障
の
な
い
人

申
込
期
限
:
・
五
月
三
十

一
日
出

※
案
内
を
依
頼
す
る
と
き
は
、
二

i

三
旦
削
に
御
連
絡
し
ま
す
。

え広報う

信
州
青
年
連
帯
の
船

団
員
募
集
と説

明
会

....~ 958号

青
少
年
課
青
少
年
係

台
⑫
4
1
0
0
内
線
6
8
1

今
年
J
U
県
主
催
に
よ
る
信
州
青
年

省

E
w
d
w
m
w
飢
酌

J

・2梓
セ
:
、
h
l
l
l
」

M
M
、

次
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
御
参

加
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
団
員
募
集
の
一
環
と
し
て
、

昨
年
の
青
年
連
帯
の
船
乗
船
者

(十

二
船
航
跡
上
田
)
の
皆
さ
ん
に
よ
る

説
明
会
も
行
わ
れ
ま
す。

〈
六
十
一
年
度
信
州
青
年
連
帯
の
船

「
海
洋
セ
ミ
ナ
ー
」
実
施
要
綱
〉

趣

旨

・:信
州
の
青
年
が
、
洋
上
で

生
活
と
研
修
を
と
も
に
し
な
が
ら

仲
間
づ
く
り
を
す
る
と
と
も
に
、

中
国
の
青
年
と
の
交
流
を
通
し
国

際
的
視
野
を
広
め
友
好
親
善
に
寄

与
す
る
。

と
き
・
:
八
月
六
日
附
か
ら
同
月
十

七
日
間

(十
二
日
間
)

訪
問
先
・
:
中
華
人
民
共
和
国

(
河
北

省
、
北
京
市
、
天
津
市
)

参
加
資
格
:・県
内
に
お
住
ま
い
の
人

で
、
学
生

(勤
労
学
生
は
除
く
)

で
な
い
人

マ
運
営
団
員

1
二
十
歳
以
上
三
十
歳

以
下
の
皆
さ
ん
で
、

地
域
や
職

場
で
指
導
的
役
割
を
し
て
い
る

人

マ一

般
団
員

1
二
十
歳
以
上
三
十
歳

以
下
の
皆
さ
ん
で
、
同
種
の
事

業
に
よ
る
海
外
渡
航
経
験
の
な

い
人

マ
壮
年
団
員

1
四
十
歳
以
上
六
十
歳

以
下
の
人

省
昼
m
w
S
Eem
t
A
H
a
回
目
円
。
。
。

十
二
名

(運
営
団
員
若
干
名
を
含

む
)
、
壮
年
団
員
若
干
名

参
加
者
負
担
金
:
・
十
八
万
五
千
円
(
一

部
市
の
補
助
が
あ
り
ま
す
)

申
込
期
限
:
・
運
営
団
員
は
、
至
急
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
一
般
団
員

と
壮
年
団
員
は
、
五
月
三
十
一
日

出
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
先
・
・
・
青
少
年
謀

〈
乗
船
者
に
よ
る
説
明
会
〉

と
き
・
:
五
月
十
九
日
側
午
後
七
時

と
こ
ろ
・
:
勤
労
青
少
年
ホ
l
ム
新
館

第
一
会
議
室

内

容

・:信
州
青
年
連
帯
の
船
に
乗

船
し
て
の
す
ば
ら
し
い
体
験
な
ど

2i;! 
者募集を? 適五二手 』' 

6 
応、 教

8 教 室
主;
、、---

社
会
活
動
に
積
極
的
に
参
加
で
き

る
子
供
さ
ん
は
、
自
分
の
能
力
を
い

た
る
と
こ
ろ
で
発
揮
し
、
伸
ば
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
消
極
的

な
性
格
で
気
お
く
れ
し
が
ち
な
子
供

さ
ん
は
、
と
か
く
内
に
閉
じ
こ
J
U
H
，

H
M
φ
り

rい
れ

u
n，
、
#
、
つ
h
H
J
I
比
吋
つ
デ
ー
、
ぃ

係 958号~

同
月
十
二
日
開
(
た
だ
し
、
期
限

内
で
も
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
)

わね

L
i
O
7
T
-
-

② 
芽ろ収
吠 容

工合
場 示

官十
ヱ£名

庁以
上

銀の
fr と

る
力
を
伸
ば
さ
な
い
で
い
る
場
合
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

や
ま
び
こ
教
室
は
、

こ
の
よ
う
な

子
供
さ
ん
に
特
別
な
生
活
経
験
の
場

を
与
え
て
自
己
活
動
を
活
発
に
さ
せ

る
と
と
も
に
、
人
間
関
係
の
中
で
伸

び
伸
び
生
き
る
自
信
を
得
さ
せ
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

と
き
・
と
こ
ろ

マ
前
期
・
・
・
六
月
五
日
同
か
ら
七
日
出

(二
泊
三
日
)
、
望
月
少
年
自
然

の
家

マ
後
期
・
・
・十
月
七
日

ωか
ら
九
日
同

(
二
泊
三
日
)
、
小
諸
青
年
の
家

参
加
資
格
・
:
小
学
校
五

・
六
年
生
、

中
学
校

一
年
生

募
集
人
員
・
・
・
四
十
人

参
加
費
・
・
・
前
後
期
と
も
三
千
八
百
円

申
込
先
・
・
・
各
学
校
の
担
任
の
先
生

申
込
期
限
・
・
・
前
期
は
五
月
十
五
日
同

そ
の
他

0
学
校
が
授
業
日
の
場
合
、
や
ま
び

こ
教
室
に
参
加
し
た
子
供
さ
ん
は
、

登
校
し
た
と
同
じ
に
認
め
ら
れ
ま

す
。

O
定
員
に
な
り
次
第
、
申
し
込
み
を

締
め
切
り
ま
す
が
、
場
合
に
よ
っ

て
は
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
御
木

知
く
だ
さ
い
。

O
参
加
者
は
、
前
後
期
間
一
人
で
あ

7
9
、
、
ー
と
る

E
目
白
川
叫
L
F
「
し
+
S
4
1
。

ま
ち
、
つ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

健
康
増
進

ク
リ
ニ
ッ
ク

を
実
施

上
回
保
健
所

宮
⑮
1
2
6
0
内
線
2
3
5

と
き
・
:
五
月
二
十
二
日
同
午
前
八

時
四
十
五
分
か
ら
午
後
二
時

と
こ
ろ
・
:
上
田
保
健
所

対
象
者
・
・
・
三
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で

の
人

内
容
・
:
①
健
康
度
測
定
リ
検
尿
、

身
長

・
体
重
計
測
、
問
診
、
血
液

検
査
、
眼
底
検
査
、
心
屯
図
、
診

察
、
血
圧
測
定
、
脈
拍
②
休
養

診
断
、
栄
養
診
断
③
栄
養
、
運

動
、
休
養
に
関
す
る
個
人
相
談

④
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
運
動
H

十
五
分
間
歩
行

定

員

・
:
二
十
名
(
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
)

料

金
・:
一
人
四
千
二
百
七
十
円

申
込
方
法
・
:
五
月
十
・-
日
開
ま
で
に
、

上
田
保
健
所
へ
電
話
な
ど
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

害憲

li5'法
?イ週
fij聞
広 ムノ
W 主主 / 

べの7

事
務
室
宮

@
l
」
0
0
、
川
改
札
宗

と
旅
行
セ
ン
タ
ー
の
切
リ
行
え
芯
，
d

B
@
1
5
7
5
、
旅
行
セ
ン
タ
ー
ザ



憲
、
法
適
閏

(
5
/
1
1
5
/
7
)
 

ρ

憲
法
は
明
る
い
社
会
の

冶
喝
1
L
Z
M
べ仰

防
火
管
理
者
の

資
格
取
得
講
習
会

消
防
本
部
予
防
課
指
導
係

宮
⑫
2
5
0
1
内
線
2
1
7

だ

上
小
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
消

防
本
部
(
上
田
中
央
消
防
署
)
で
は
、

上
小
防
火
管
理
者
協
議
会
と
共
催

で
、
防
火
管
理
者
の
資
格
取
得
講
習

会
を
次
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

と
き
:
・
五
月
十
五
日
同
・
十
六
日

働
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
三

十
分

と
ニ
ろ
:
・
上
田
市
民
会
館

受
講
資
格
・
・
・
防
火
管
理
業
務
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
管
理
的
な
立
場
に

あ
る
人

受
講
料
・
:
会
員

一
人
当
た
り
三
千
七

百
円
、
非
会
員

一
人
当
た
り
三
千

円
申
込
期
限
・
・
・
五
月
八
日
嗣

申
込
場
所
・
・
・
上
小
地
域
広
域
行
政
事

務
組
合
消
防
本
部
予
防
課
指
導
係

(
上
田
市
消
防
会
館
一一
階
)

※
防
火
管
理
者
が
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
こ
ろ

①
公
会
堂
、
遊
技
場
、
飲
食
底
、
底

舗
、
旅
館
、
病
院
な
ど
不
特
定
多

数
の
人
が
出
入
り
す
る
建
物
で
、

え一-(11)一一一一昭平日61年 5月 1日 広報う

い
人

マ
壮
年
団
員

1
四
十
歳
以
上
六
十
歳

以
下
の
人

募
集
人
員
・
・
・
青
年
団
員
お
お
よ
そ
こ

収
容
人
員
が
一
-
一
十
名
以
上
の
ー
と
、
、

λ
J
 

②
学
校
、
工
場
、
官
公
庁
、
銀
行
、

事
務
所
な
ど
の
建
物
で
、
収
容
人

員
か
五
十
名
以
上
の
と
こ
ろ

危
険
物
取
扱
者
試
験

と
事
前
講
習
会

消
防
本
部
予
防
課

包
⑫
2
5
0
1
内
線
2
0
5

六
十

一
年
度
第

一
回
危
険
物
取
扱

者
試
験
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

試
験
日
:
・
六
月
二
十
九
日
田

試
験
場
所
・
・
・上
田
合
同
庁
舎
ほ
か

試
験
の
種
類
・
:
乙
種
四
類
、
丙
種

願
書
受
付
・
・
・
五
月
六
日

ωか
ら
同
月

十
二
日
明
ま
で
に
、
本
人
が
直
接
、

「財
団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
」
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

受
験
願
書
な
ど
・
・
・
受
験
願
書
お
よ
び

試
験
実
施
案
内
は
、
消
防
本
部
予

防
課
と
上
小
地
方
事
務
所
総
務
室

に
あ
り
ま
す
。

危
険
物
取
扱
者
試
験
の
事
前
講
習

会
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

と
き
・
:
六
月
十
七
日

ω

と
二
ろ
:
・
上
田
市
消
防
会
館

受
講
申
込
期
間
・
・
・
五
月
六
日

ωか
ら

と

き

ま

す

。

し

な
性
格
で
気
お
く
れ
し
が
ち
な
子
供

さ
ん
は
、
と
か
く
内
に
閉
じ
こ
も
り

が
ち
に
な
り
、
せ
っ
か
く
持

っ
て
い

阿
川
H
月

L
l
↑
一
口

um叩
(
れ
ん

N
ん

1
し
、
剛
州
岡
山

内
で
も
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
)

重
度
身
障
者
の
皆
さ
ん

青
い
烏
は
が
き

差
し
上
げ
ま
す

郵
便
局
で
は
、
身
体
障
害
者
福
祉

強
調
運
動
に
ち
な
み
、
切
手
の
部
分

が
「
青
い
鳥
」
の
四
十
円
郵
便
は
が

き
を
発
売
し
ま
し
た
。

こ
の
は
が
き
は
、
郵
便
局
で
販
売

す
る
ほ
か
、
身
体
に
重
度
の
障
害
を

お
持
ち
の
皆
さ
ん
か
ら
お
申
し
出
が

あ
れ
ば
、
お

一
人
二
十
枚
差
し
上
げ

ま
す
。
障
害
の
程
度
が

一
級
ま
た
は

一一
級
の
満
六
歳
以
上
の
皆
さ
ん
で
、

こ
の
は
が
き
を
御
希
望
の
皆
さ
ん
は
、

お
近
く
の
郵
便
局
に
身
体
障
害
者
手

帳
を
御
持
参
の
う
え
、
五
月
三
十

一

日
ま
で
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
代
理
に
よ
る
申
し
出
、
郵

便
に
よ
る
申
し
出
も
で
き
ま
す
。
郵

便
に
よ
る
申
し
出
の
場
合
は
、
御
本

人
の
手
帳
番
号
、
級
別
、
住
所
、
氏

名
、
生
年
月
日
を
御
記
入
の
う
、
ぇ
、

押
印
を
お
願
い
し
ま
す
。

も
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
御
承

知
く
だ
さ
い
。

O
参
加
者
は
、
前
後
期
間
一
人
で
あ

?
也
、
」

L
z
t臨
時
刷
明
ト
」

l
」
辛
6
4
7

。

ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
御
参
加
を

中
央
公
民
館

宮
⑫
0
7
6
0

郵
政
省
の
テ
レ
ト
ピ
ア
指
定
都
市

と
な
り
、
浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
構
想

の
中
心
都
市
で
あ
る
上
田
市
。
今
後

の
上
田
市
の
行
方
を
探
る
べ
く
、
産
・

官
・
学
各
界
の
代
表
者
と

一
般
市
民

の
皆
さ
ん
と
の
公
開
講
座
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。
御
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
:
・
五
月
二
十
日

ω、
六
月
三

日

ω、
六
月
十
七
日

ω、
七
月

一

日

ω、
七
月
十
五
日

ω、
八
月
二

十
六
日

ω、
九
月
九
日

ω、
九
月

三
十
日

ω、
十
月
十
四
日

ω、
十

月
二
十
八
日

ω、
午
後
六
時
三
十

分
か
ら
同
八
時
三
十
分

と
こ
ろ
・
:
中
央
公
民
館
第

一
会
議
室

定
員
:
・
五
十
名

申
込
期
限
:
・
五
月
十
二
日
叩

国
鉄
上
田
駅

夜
間
の
電
話
は

国
鉄
上
田
駅
に
は
、
現
在
、
駅
長

事
務
室
哲
@
l
J
0
0
、
出
改
札
主

と
旅
行
セ
ン
タ
ー
の
切
リ
符
え
電
話

公
@
1
5
7
5
、
旅
行
セ

ン
タ
ー
単

独
宮
@
3
1
1
8
、
小
荷
物
扱
所
宮

@
0
6
5
9
、
の
山
本
の
屯
話
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
駅

長
事
務
室
、
旅
行
セ
ン
タ
ー
、
小
荷

物
扱
所
は
、
午
後
六
時
以
降
は
職
員

が
不
在
と
な
り
ま
す
の
で
、
出
改
札

室
宮
@
1
5
7
5
の
み
と
な
り
ま
す
。

四
月
八
日
か
ら
、
夜
間
に
駅
長
事
務

室
と
旅
行
セ
ン
タ
ー
に
電
話
を
お
か

け
い
た
だ
い
た
場
合
に
は
、
留
守
番

電
話
で
出
改
札
室
の
電
話
番
号
を
御

案
内
し
て
い
ま
す
。

あなたも献血をお願いします
05月11日(日)

午前10時一正午、午後 l時一同 3時

海野町日曜広場(海野町会館前)

0毎月第 3木曜日

午後 1時一同 3時血液センタ ー上回出張

，所(上田市医師会駐車場)
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御
寄
付
お
礼

次
の
方
々
か
ら
温
か
い
御
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

マ
増
沢
重
治
機
(
諏
訪
形
)
土
地

十
六
平
方
メ
ー
ト
ル
市
霊
園
用
地

と
し
て

マ
増
沢
輝
男
梯
(
諏
訪
形
)
土
地

二
百
五
十
七
・
五
五
平
方
メ
ー
ト
ル

市
霊
園
用
地
と
し
て

マ
西
村
良
美
様
(
中
央
西

一
・
下
紺

屋
町
)
五
万
円
西
小
学
校
環
境

衛
生
備
品
と
し
て

マ
株
式
会
社
富
士
銀
行
長
野
支
唐
様

交
通
事
故
傷
害
保
険
っ
き
「
黄
色
い

ワ
ッ

ペ
ン
」
千
六
百
枚
市
内
小
学

校
新
入
学
児
童
の
皆
さ
ん
へ

マ
松
下
電
送
株
式
会
社
長
野
工
場
様

高
速
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
緊
急
送
受
信

用
と
し
て

マ
根
津
酸
素
株
式
会
社
梯
六
十
万

円
寝
た
き
り
老
人
な
ど
に
貸
し
出

す
消
臭
布
団
の
購
入
費
と
し
て

マ
綿
半
鋼
機
株
式
会
社
上
田
庖
樟

文
具
セ
ッ
ト
三
十
二
点
生
活
保
護

世
帯
の
小
・
中
学
校
新
入
学
児
童
生

徒
の
皆
さ
ん
へ

マ
山
岸
福
治
郎
様
(
中
央
北
二
・
下

紺
屋
町
)
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
一
基
、

植
木
二
十
五
鉢
高
齢
者
福
祉
セ
ン

ターへ
マ
上
回
信
用
金
庫
樟
交
通
安
全
絵

図
入
り
「
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
」
千
五

百
六
十
枚
市
内
小
学
校
新
入
学
児

童
の
皆
さ
ん
へ

マ
塩
沢
享
様
(
上
室
賀
)

え

人

三
百
円
の
貯
金
済
み
貯
金
通
帳
九
十

四
冊
浦
里
・
室
賀
・
小
泉
小
学
校

の
新
入
学
児
童
の
皆
さ
ん
へ

マ
株
式
会
社
上
回
ス
タ
l
商
会
様

防
犯
灯
一
基
市
民
体
育
館
前
駐
車

場
な
ど
の
防
犯
用
と
し
て

マ
山
田
孝
重
犠
(
天
神
二
・
北
天
神

町
)
百
万
円
社
会
福
祉
基
金
の

積
立
金
と
し
て

マ

匿

名

二
十
五
万
円

社

会

福

祉
基
金
の
積
立
金
と
し
て

マ

匿

名

千

四

円

社

会

福

祉

基

金
の
積
立
金
と
し
て

広報う

(
三
月
三
十
一
日
現
在
)

次
の
方
々
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
め
い
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

横
関
は
る
さ
ん

鍵
山
芳
子
さ
ん

青
木
賢
一
さ
ん

小
林
和
義
さ
ん

上
原
文
四
郎
さ
ん

三
井
美
和
子
さ
ん

Z
R舷
古
車
百
Z

小小下桜下
τt ーラ
<=J ι̂ー

泉泉田台郷

五八八六七
六二七一五

戸事 958号

域

北

上
小
島

下
之
条

越

戸
須

川

倉

升

四

土
屋
雄
一
郎
さ
ん

若
林
恵
示
さ
ん

井
津
は
ぎ
の
さ
ん

清
水
三
郎
さ
ん

世
良
田
き
く
さ
ん

小
山
柴
之
助
さ
ん

(
縁
が
丘
三
)
緑
が
丘
西

坂

田

信

幸

さ

ん

柳

沢

神

田

直

道

さ

ん

大

屋

関

一一一

さ

ん

院

内

概

井

王

子

さ

ん

小

牧

金

井

元

さ

ん

岩

下

神

本

英

隆

さ

ん

伊

勢

山

白
尾
康
雄
さ
ん

(
中
央
西
ご
下
紺
屋
町

民
川
品
川

w

m
隊
長
、
J
ん

円
者
仰
般
有柑酬明

-
d
C
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二六九六回

~r 

八五八七九三七
五 00五四八七

今
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文
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(
中
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)

山
崎
豊
兵
さ
ん

宮
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宮
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(
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は
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チ
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U
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宇

幽

会
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会

場

い

内

同

千

千

会

問

日

以

*

女

各

お

V

パ

O

O

JF

(
中
央
北
二
)

新

田

七

六

龍
野
み
ゆ
き
さ
ん

(
中
央
一
二

)

馬

場

町

木

下

一

二

三

さ

ん

秋

和

小

林

繁

虎

さ

ん

院

内

古

平

治

久

さ

ん

野

竹

西

沢

保

徳

さ

ん

中

之

条

池

田

正

雄

さ

ん

長

島

清
水
e

健

彦

さ

ん

森

上

野

せ

い

さ

ん

新

田

西

脇

か

ね

さ

ん

浦

野

古

平

よ

し

さ

ん

院

内

宮
下
茂
友
さ
ん
み
す
す
台
市

伊
藤
健
治
さ
ん

奈
良
尾

丸
山
ち
よ
さ
ん

へ
山
宮
山
町
三
む

七人七六六三七
九二八六九九 二

七
六

七
五

五
四

六八
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h
口

p
h
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t
E
aム

円
月

新

林下上
之'塩房
郷尻山

七

横

町

中
之
条

越

戸

浦

野
上
室
賀

小

泉

小

泉

院

内

じ

七七八
七六一

竹
花
邦
平
さ
ん

池
田
仁
さ
ん

中
村
哲
太
さ
ん

佐
藤
き
よ
子
さ
ん

土
屋
熊
蔵
さ
ん

甲
田
と
も
さ
ん

林
政
人
さ
ん

牧
内
し
げ
さ
ん

(
中
央
六
)
上
鍛
冶
町

薪
藤
孝
き
よ
さ
ん

(
天
神
二
)

北
天
神
町

西
津
邦
さ
ん

(
常
磐
城
二

平
止
M
W

志
乃
さ
ん

(
緑
が
丘

一
)

豊
岡
ふ

t
よ
さ
ん

韓
肌
品
汁
士
仙
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同
凶
々
C
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